
 

 

３
月
に
、
工
場
の
縦
貫
道
側
に
、
大
き
な
看
板
が
設
置 

さ
れ
ま
し
た
ね
。 

 

こ

の

看

板
に
、
イ

ー
エ
ル

の

事

業

内
容

と

し

て 
 
 

『
Ｉ
ｏ
Ｔ
』
『
Ｏ
Ｅ
Ｍ
』
『
Ｅ
Ｍ
Ｓ
』
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

文
字
が
並
ん
で
い
ま
す
。 

 
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
は
、
社
長
や
営
業
部
、 

 

開
発
部
以
外
の
部
署
で
は
、
あ
ま
り
使
う
機
会
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 

今
月
号
で
は
、
こ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
に
つ
い
て 

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。 

１
．
『
Ｉ
ｏ
Ｔ
（I

nt
er
net

 of 
Th
ing

s

）
』 

 

さ
ま
ざ
ま
な
物
に
通
信
機
能
を
持
た
せ
、
遠
隔
操
作
な
ど

デ
ー
タ
の
や
り
と
り
が
で
き
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。 

 

２
．
『
Ｏ
Ｅ
Ｍ
』 

 

こ
ち
ら
は
、O

ri
gin

al 
Equi

pm
ent

 
Ma
nuf

ac
tur

ing

(

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
エ
ク
イ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ

リ
ン
グ
）
の
略
で
お
客
様
の
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
を
生
産
す
る

こ
と
で
す
。 

 

お
客
様
が
、
商
品
の
企
画
、
設
計
・
開
発
ま
で
を
行
い
、

製
造
は
私
た
ち
が
行
う
、
と
い
っ
た
仕
事
で
す
ね
。 

 
 ３
．
『
Ｅ
Ｍ
Ｓ
』 

 

こ

ち

ら

は
、
電

子

機

器

受

託

製

造

の

こ

と

で
、

E
le
ctr

oni
cs 

Man
uf
act

uri
ng 

S
er
vic

e

（
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
）
の 

略
で
す
。 

 

他
社
ブ
ラ
ン
ド
の
商
品
に
つ
い
て
、
部
材
調
達
、
企
画
、

設
計
・ 

開
発
、
製
造
、
配
送
な
ど
を
一
貫
し
て
行
う
仕
事

で
す
。 
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新
工
場
の
看
板 

 

お
客
様
は
、
こ
の
商
品
を
販
売
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

 

他
に
『
品
質
・
環
境
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
で
は
、
『
Ｏ
Ｄ
Ｍ

（O
rig

ina
l 
Des

ign
 M
anu

fact
ur
ing

） 

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
』

と
い
う
の
も
定
義
さ
れ
て
い
て
、
こ
ち
ら
は
、
お
客
様

が
、
企
画
さ
れ
た
商
品
を
、
私
た
ち
が
、
お
客
様
の
要
望

に
基
づ
き
、
製
品
の
設
計
や
デ
ザ
イ
ン
、
製
造
ま
で
を 

行
う
仕
事
と
な
り
ま
す
。 

 

『
Ｅ
Ｍ
Ｓ
』
と
の
違
い
が
、
分
か
り
づ
ら
い
で
す
が
、

『
Ｏ
Ｄ
Ｍ
』
は
、
お
客
様
と
相
談
し
な
が
ら
、
企
画
か
ら

製
造
ま
で
の
各
工
程
を
決
め
ま
す
が
、
『
Ｅ
Ｍ
Ｓ
』
は 

全
て
を
お
任
せ
い
た
だ
く
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

製
造
現
場
で
は
あ
ま
り
見
か
け
る 

こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
社
内
で
は
、 

開
発
部
や
営
業
部
と
い
っ
た
部
署

が
、
お
客
様
と
や
り
と
り
の
後
に
受
注
し
、
部
材
が
手
配

さ
れ
、
製
造
現
場
へ
、
色
々
な
形
態
の
仕
事
が
運
ば
れ
て

き
て
い
ま
す
。 

 

略
さ
れ
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
を
、
私
も
品
質
環
境

マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
で
、
よ
く
目
に
し
ま
す
が
、
時
間
と 

と
も
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
部
署
内
で
も
き
ち
ん
と
説
明 

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
内
容
に
つ
い
て
も
、
時
折
、
な
す
び
の
花

の
中
で
ご
紹
介
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
に
入
っ
て
か
ら
、
日
本
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
大
き
な

地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
４
月
で
す
が
、
今
年
日
本
で
発
生
し
て
い
る
、
震
度
５

以
上
の
地
震
は
、
先
月
の
愛
媛
・
高
知
で
観
測
さ
れ
た
地
震

が
、
１
０
回
目
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

さ
て
、
“
京
都
は
大
き
な
地
震
が
少
な
い
”
な
ど
と
よ
く 

言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
て
、
か
な
り
昔
で
は
、

『
慶
長
伏
見
地
震
』
や
、
『
北
丹
後
地
震
』
、
最
近
で
は
、

『
阪
神
淡
路
大
震
災
』
『
大
阪
北
部
地
震
』
な
ど
、
幾
度
と 

な
く
大
き
な
地
震
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。 

 

京
都
の
中
心
部
に
「
花
折
断
層
帯

は
な
お
れ
だ
ん
そ
う
た
い

」
と
い
う
断
層
が
あ
り
、

こ
の
断
層
が
大
き
く
動
い
て
起
こ
っ
た
地
震
が
、
１
６
６
２
年

の
『
寛
文
近
江
・
若
狭
地
震
』
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が 

 

お
よ
そ
７
．
５
で
、
京
都
で
も
最
大
震
度
が
６
以
上
で
あ
っ
た

と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
１
８
３
０
年
８
月
に
も
、
亀
岡
付
近
が
震
央
と 

な
っ
た
『
京
都
地
震
』
が
発
生
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
地
震
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
．
５
で
、
被
害
状
況

は
、
『
寛
文
近
江
・
若
狭
地
震
』
と
似
て
い
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

余
震
は
数
週
間
か
ら
３
ヵ
月
と
、
長
く
続
く
と
い
う
特
徴
も

あ
り
ま
す
。 

 

い
つ
か
ど
こ
か
で
被
災
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
家
で
も
会
社

で
も
、
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 

私
た
ち
も
、
工
場
の
移
転
と
い
う
大
き
な
環
境
の
変
化
に 

伴
い
、
品
質
環
境
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
避
難
経
路
や
避
難
方
法
な
ど

に
関
連
す
る
箇
所
を
、
大
幅
に
改
訂
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

自
宅
で
も
、
家
具
の
置
き
方
の
工
夫
、
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散 

防
止
、
食
料
・
飲
料
な
ど
の
備
蓄
、
非
常
持
ち
出
し
袋
の 

 

準
備
、
家
族
の
安
否
確
認
方
法
、
避
難
場
所
・
避
難
経
路
の 

確
保
と
い
っ
た
こ
と
を
、
今
一
度
、
自
分
の
周
り
で
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。 

亀
岡
付
近
の
地
震 


